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２日(日) あいご駅伝大会
☆ 12/3～8 校内人権週間
４日(火) 持久走大会・学級PTA(高.特支)
５日(水) 持久走大会・学級PTA(中)
６日(木) 持久走大会・学級PTA(低)

12月の行事予定

ことばの力！ 校長 上村 実行

学校で起こるトラブルの多くは、感情にまかせての発言だったり、思ったことをその
まま口に出してしまったりするなど言葉に起因していることがほとんどである。まだま
だ成長段階にある子どもたちであるので、その言葉が相手にとって、どんなに嫌なのか、
どれほど傷つけるか、相手への思いや想像力が足りない面があるのはやむを得ないのか
もしれない。ただ、その一方で、自分にかけてもらった言葉で気持ちが落ち着いたり、
安心したり、勇気づけられたりすることも経験を通して知っている子どもたちでもある。
使い方一つでプラスにもマイナスにも作用する言葉の力について考え、相手に笑顔や

元気・勇気を与え合う子どもたちであってほしいと願い、『ひとつのことば』を紹介し
た。

日本には古来「言霊」という言葉がある。言葉には魂が宿っていて、良い言葉を発す
ると良いことが起こり、不吉な言葉を発すると凶事が起こるとされてきた。科学的な根
拠はないのかもしれないが、少なくとも人との関わりにおいては、人に笑顔・元気・勇
気を与えるポジティブな言葉を発すれば、良い関係が築かれる。その言葉が相手をどん
な気持ちにさせるのか想像し、かけてはいけない言葉は発さない心のブレーキを備えた
子どもたちを育成していきたい。
ただ、ここで心に留めておきたいのは、子どもは環境の

影響を受けて育つということである。最も大きな影響力を
もつのは関わる大人、つまりは親や教師である。関わる大
人がきれいな言葉を使えば、きれいな言葉を覚える。優し
い言葉を使えば、優しい言葉を使うようになる。プラス面
に働く言葉を自然に発する子どもたちにしていくために、
まずは大人の使う言葉を改めて見直すことから始めたい。

ひとつのことばでけんかして
ひとつのことばでなかなおり
ひとつのことばで頭が下がり
ひとつのことばで心が痛む
ひとつのことばで楽しく笑い

ひとつのことばで泣かされる

ひとつのことばはそれぞれに
ひとつの心を持っている
きれいなことばはきれいな心
やさしいことばはやさしい心
ひとつのことばを大切に
ひとつのことばを美しく

『ひとつのことば』

７日(金) 市音楽会
（学校代表：５年２組）
下校指導

８日(土) 土曜授業
２１日(金) 終業式・下校指導
２８日(金) 仕事納め



11/1～7の「地域が
育む『かごしまの教育』
県民週間」には，多く
の方々が各学級の授業
を参観してくださいま
した。子どもたちの様
子はいかがだったでし
ょうか。

11/2には、約千人
の児童が校内を巡るオ
リエンテーリングを行
いました。６年生が１
年生の世話をしながら，
グループで整然と行動する様子は，ほほえま
しくもあり頼もしくもありました。楽しみな
がら学校や地域の歴史・文化を学びました。
ご参観の皆様，ありがとうございました。

豊かな心を養う「心の教
育の日」の取組の一環とし
て専門家を招き，音楽を鑑
賞しました。フルートやク
ラリネット等の木管楽器で
奏でるハーモニーにうっと
りと聞き入る子どもたちの
様子が見られました。

１年生：学習発表会

２年生：生活科参観
（おもちゃランド）

全校：校内オリエンテーリング

11/4(日)，晴天の下でPTAバザーが行われ
ました。前回までの反省を踏まえ，会員のリ
スクや負担を軽減するために，業者との提携
等模索しながらの計画でした。各売場やステ
ージでは家族や友達同士で秋の恒例行事を楽
しむ様子が見られました。

ステージ発表 提供品販売

おやじの会 菓子すくい・くじ

青空食堂・露店 体育館内販売

11/1(木)谷山南地区の各
小中学校から関係者が福平
小に集まり，福平小とPTA
の保健の取組を発表しまし
た。積極的なむし歯治療の
様子や校医の先生方の協力
態勢が高い評価を受けてい
ました。 11/17(土)に恒例の火之河

原遠行を計画していましたが
天候や足場の悪化が予想され
たため，今年も中止になりま
した。代わりに，校内でのレ
クリエーション後に体育部に
よる手作りのおいしい豚汁を
いただきました。

始業前，自主的に持久走の練習
をがんばっています！

横断歩道で信号が変
わったときに，左右を確
認せずに走って渡る児童の
様子が目撃されています。
一つしかない命を守る
ために，安全確認を！


